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鳥取大学発染色体工学技術を用いた
創薬等新産業クラスターの創出

地域イノベーション戦略
　鳥取大学発・革新的染色体工学基盤技術から生み出す持続的産業創造サイクルの創出を目指します。世界をリードする
鳥取大学の染色体工学技術をシーズとし、鳥取県の産業創出サイクルを加速させます。一つの成功がさらに他のサイクル
を生み出すコアとなるため、その成果の一部が、次の原動力を生み出す組織（県・大学・企業等）へと還元するシステムを
構築します。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成25年～29年度）

鳥取次世代創薬・
健康産業創出地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産… 鳥取県産業振興機構、ジーピーシー研究所、
 Trans Chromosomics　ほか
学… 鳥取大学
官… 鳥取県、米子市、境港市　ほか
金… 山陰合同銀行、鳥取銀行　ほか

　鳥取大学の染色体工学というユニークな技術を核に、再生医療、遺伝子組み換え
動物作製等、様々な分野へのアプリケーションの開発に成功しました。その技術を事
業化するバイオベンチャーが設立され、「とっとりバイオフロンティア」を活動拠点と
して、創薬関連産業が存在しない状況から、バイオ関連の研究者や従業員など、多く
の地元雇用が生まれました。

【代表的な成果】
1. 染色体工学の発展応用：人工染色体の開発
　本事業では、鳥取大学で独自に開発された人工染色体ベクターを用いることにより、
従来の方法では実現できなかった巨大遺伝子（群）の導入が可能になり、再生医療、遺
伝子組換え動物作製等、様々な分野へのアプリケーション開発に取り組みました。
　その結果、ヒト21番染色体を導入したダウン症候群モデルラットの作製に世界で
初めて成功しました。また、様々なヒト薬物代謝酵素や薬物輸送体遺伝子群を導入
したマウス・ラットの作製にも成功し、今後の治療薬の開発に結びつくと期待されま
す。他にも、遺伝子の働きを光の強さでモニターできる「光る細胞」や「光るマウス」
の開発にも成功しており、創薬支援ツールや機能性食品の機能評価のために市販さ
れています。

2. 大学発ベンチャーの設立
　人工染色体を搭載した細胞は、様々な働きをするいわばリモコンとして機能します
が、開発されたアプリケーションの中で最も注目度の高い技術が「完全ヒト抗体産生
動物」です。これは動物の体内で、ヒトの抗体が産生されるという画期的な技術で、
完全ヒト抗体産生動物を用いた創薬開発が現在の主流となりつつある状況がその背
景にあります。
　この完全ヒト抗体産生動物とヒト薬物代謝モデル細胞/動物を実用化するために、
「Trans Chromosomics」を設立しました（平成26年12月）。既に複数の大手製薬
企業と共同開発を開始しています。
　平成29年2月には、完全ヒト抗体産生動物を利用して、ペット動物の癌治療用抗体
医薬品開発を目指す「PACT」も設立しました。

3. とっとり創薬実証センターの開設
　都市エリア型事業の成果により設置された「とっとりバイオフロンティア」の産学
官連携拠点を中心に本事業は実施され、その基盤技術を実用化するために、鳥取県
と鳥取大学が共同で、新たな産学官連携の拠点施設「とっとり創薬実証センター」を
建設しました（平成30年3月完成）。
　今後、この拠点施設で、抗体医薬品に関する技術力の高い大手製薬企業など研究
や事業の進展に伴い、バイオ産業の集積が計画されています。
　更に、人材集積を活用して、バイオ人材育成プログラムの取り組みも開始されてい
ます。

　本事業における５年間の取り組みの結果、染色体工学技術の実用化を目指す医薬品開発拠点「とっとり創薬実証センター」が開設されました。
ここでは特に完全ヒト抗体産生動物を用いて、癌などに高い治療効果のある抗体医薬品の開発を目指しており、県外から複数の大手製薬企業
が既にこの拠点に入居し、産学官連携の共同研究が開始されており、多くの雇用を生み出すと共に鳥取初の創薬開発へ向けて、地域の期待を担
い活動を進めています。

染色体工学技術をシーズとした
地域産業創出サイクルの実現

事業成果

自立化に向けた取組

プロテオグリカン関連バイオマテリアルをコアとした
津軽圏ヘルス＆ビューティー産業クラスターの形成・拡大

地域イノベーション戦略
　青森県におけるイノベーション戦略「あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出エリア」におけるライフ分
野に特化したプログラムとして、弘前大学に蓄積された知的財産並びにプロテオグリカン（PG）の大量精製技術・研究成
果を基盤に、新たなPG関連バイオマテリアルに視野を広げた研究開発を加速させ、地域特性を生かす人材育成のもと弘
前エリアを中心とした一大「健康・美容」関連産業クラスターの形成・拡大に取り組みました。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成25年～29年度）

あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産… 青森県商工会議所連合会、
 青森県工業会
学… 弘前大学、八戸工業大学
官… 青森県、青森県産業技術センター、
 21あおもり産業総合支援センター
金… 青森銀行、みちのく銀行、
 青森県信用金庫協会

https://www.21aomori.or.jp/pg-cluster/

　上記成果をもとに、平成30年4月、産学官金の関係機関が保有する機能やネットワーク等を活用しながら、PGの産業振興に取り組む「あ
おもりPG産業振興推進ネットワーク」（総合調整機関：青森県）を構築しました。
　本ネットワークでは、PGの研究、知財戦略、販路開拓等の支援を進める4つの部門を設け、改変PGの実用化に向けた取組や県内企業を対
象に大手通信販売会社のノウハウを生かした商品開発支援を実施した結果、全国販売を目指した新商品が生まれています。また、これまでも
台湾へのプロモーション活動を実施してきましたが、海外9ヵ国(・地域）での「あおもりPG」ブランド認証マークの商標登録の完了を契機に、
本格的な海外市場進出に向けた、海外ブランド戦略を策定することにしています。

事業成果

自立化に向けた取組

20190131修正済み20190125修正済み

2. 大学発ベンチャーの設立

3.とっとり創薬実証センターの開設

1. 染色体工学の発展応用：人工染色体の開発

　弘前大学を中心とした研究により、サケ鼻軟骨由来PGが高い保水・
保湿作用や軟骨再生促進作用のある美容・ロコモケア健康食品に応用
できる物質と判明し、地元企業による化粧品、食品の素材として大量生
産化が実現しました。産学官金一体となった支援体制により、地元青森
県のみならず、大手企業を含む国内メーカーが事業参画、商品販売をし
ました。また、青森県産業技術センターでは、さらに高機能なPGの研究
開発を進めてきました。

【代表的な成果】
1. 地元中核企業の創出
　角弘は、従来建設・工業資材の販売等を行ってきた地域企業ですが、
地域貢献の目的で弘前大学との共同研究によりPGの抽出方法の量産
化に取り組み、工業的抽出精製方法を確立しました。現在は同社プロテ
オグリカン研究所にて、主にPGの原料（食品用と化粧品用）製造を担当
しています。化粧品及び健康美容食品の市場の高まりを受けて、順調に
製造が伸び続けた結果、2度にわたり工場を拡張しました。

2. 地域企業の事業参画と商品化された豊富なアイテム
　本事業への参画企業は、平成30年3月末時点で126社、そのうち県内
中小企業は約7割を占めています。もともと健康食品、化粧品を発売し
ていなかった企業が多く、新規参画企業のほとんどが社内創業による
ものです。
　また、平成22年にPG商品第1号が誕生して以来、健康・機能性食品、
石鹸やシャンプー、化粧品などバラエティーに富んだ商品が続々と市場
に投入され、平成30年3月末時点で281品が商品化されるなど飛躍的な
伸びを見せました。

3. 「あおもりPG」ブランド認証マークの海外商標登録の取組
 「あおもりPG」の認知度向上と信頼性の獲得を目的に、平成28年7月
1日に「一般社団法人あおもりPG推進協議会」を設立し、PG配合商品の
ブランド認証を実施しています。今後の海外におけるPG市場の拡大に備
え、海外9ヵ国（・地域）への「あおもりPG」ブランド認証マークの商標
登録に取り組みました。

4. 高機能なPG（改変PG）の研究開発と特許申請
　既存のPGに化学的な処理を施すことにより、複数の特定の機能性に
特化した改変PGの作製に成功し、特許を出願しました。

地元中核企業の創出、新商品群

1. 地元中核企業の創出
（角弘・プロテオグリカン研究所）

2. 地域企業の事業参画と商品化された豊富なアイテム
（ 開発したPG 商品群）

3.  「あおもりPG」ブランド認証マーク


